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ドイツ表現舞踊の命運

副島 博彦

ドイツ表現舞踊は, 菜 食主義運動, ヌ ーデ イズ

ム, ワ ンダー フォーゲル運動, 田 園都市 運動 な ど

19世 紀 末 に始 まる生活 改革運動 を背景 に成立 した。

このオル タナテ ィヴ ・ムー ヴメ ン トは, 反 産業 化

反都市 を標榜 し, 各 々運動のなかで共 同体を模索

しなが ら, 各 々が志 向する身体 イメージを結 んで

いった。例 えば, 田 園都市運動 か ら生 まれたヘ レ

ラウの リ トゥ ミックに よる 「現代 人の非 リズムの

病」1)か ら回復 した身体, モ ンテ ・ヴェ リタの神

秘主義的, エ クス タテ ィックな身体 な どだ。 しか

し, これ らの運動の多 くは, 社 会批判 的ではあっ

て も, 政 治 に直接 コミッ トする ものではな く, 身

体に よる 自己実現 とい う 「生命力 にあふれた, 歴

史上ユニー クな近代 のア イデ ンテ ィテ ィ」2)の 形

成 とい う内面化へのベ ク トルを もっていた。

 エ ル ンス ト ・プロ ッホは 『ユ ー トピアの精神』

(1918)の な かで, 「トー タル な ドイッ的民 族 身

体 の再生」 を唱道 しているが, ドイツ表現舞踊 の

担 い手たち も, ダ ンスに よる自己実現 を若者 たち

に ア ピールす るい っぽ うで, 「始源 の身体」へ遡

及す る 「ドイ ツ独 自の舞踊芸術」(ヴ ィグマ ン)

に よって, 「想像 の共同体」国民 国家 ドイ ツの形

成に与 っていった。

ヴ ィグマ ン, ラバ ンを軸 に成立 しつつ あった ド

イツ表現舞 踊は, 第一次大戦後, こ の国民 国家 の

新 しい文化 として参入 し, 国民文化 のひとつ とし

てカノ ン化 を 目指 した。このプロセスは, 舞 踊批

評家 ブリッツ ・ベーメの'Die Deutsche Allgemeine

Zeitung'紙 学 芸部 での活動(1919-45), ヴ ィ グマ

ン学校 の創設(1920), ラバ ンのハ ンブル ク ・バ

レエ芸術監 督就任(1923), ラバ ノテー シ ョンの

開発(ca.1923-), 第1回 ダンサ ー会議(1927)な

どを里程 に進 むが, 同時 にそれ は, 個 の実存の表

現 と集 団の表現 との矛盾 を引 き起 こす ことになる。

例 えば, ア ンサ ンブル作 品 にお ける グルー プ と

リーダー との関係 は, 1920年 代 の舞踊理論の中心

的なテーマのひ とつ となったが, ヴ ィグマ ンの ア

ンサ ンブル作 品の頂点 とい われ る 『Feier』(1928)

で は, ソ ロが リー ドす るい っぽ うで, グルー プは

ソロのカウ ンター ・パ ー トと して機能する。 これ

は, 群 衆が個 にとって脅威であ り個 を破壊 するモ

ノとい う表現主義の群衆 を巡る議論 に呼応 してい

る。それ に対 して, 『Frauentanze』(1934)で は, 

この 脅威 とい うアスペ ク トがな くな り, グ ループ

は多 くのばあい ソロの増殖 した コピー とな り, グ

ループの任務は, 主導的なソロを支えることに変

質する。だが, ヴィグマンのダンスの本領は個の

実存の表現であり, たとえ彼女がナチズムに共鳴

し, ヴィグマン学校がアーリア条項を遵守してナ

チスから助成を受けていたにせよ, ナチスにとっ

て利用価値は相対的に低かった。

これに対 して, 早 くからコーラス舞踊運動に

よって集団表現, 大衆参加を実現 していたラバ ン

は, ナチスの意を迎えながら, 文化政策の圏内で

権力の階段を昇ってい く。例えば, 1930年 にベル

リン国立歌劇場のバレエ監督に就任 していたラバ

ンは, ナチスが政権を掌握 した1933年, 劇場の児

童バ レエ ・コースから非アーリア人生徒 を排除す

るが, それは, 非アーリア人児童の就学が禁止 さ

れる5年 も前のことだ。1934年, 国立歌劇場 との

契約終了後ナチス宣伝省へ移ったラバンは, 「ドイ

ツ舞踊祭」 を企画運営 し, 翼賛舞踊家団体 「ドイ

ツ舞踊舞台」を組織 し, 検閲プログラム 「舞踊試

験規定」を起草し, ダンサーのための教育キャン

プを開設するなどナチスの舞踊政策で主導的な地

位を確立した。ラバンの活動は, 1936年 のベルリ

ン ・オリンピックと 「国際舞踊 コンクール」「オ

リンピック青少年芸術祭」などの関連イヴェント

や, 国立舞踊大学に相当する 「ダンス・マイスター

工房」設立で頂点を迎える。 しかし, 同時にこの

時期は, 「第三帝国の確立期」から 「戦争体制へ

の移行期」への転換期だった。例えば, ナチスの

主導で1933年 に始 まった古代ゲルマンの集会を擬

した 「ティング」運動がこの時期を境に公的な支

援を失い下火となったように, 権力を確立 したナ

チスは, それまで活用 していた神秘主義的な制御

不能なカオスを内在 した身体文化を危険視 して, 

よりス トレー トに 「従順な身体」を作 り出す身体

文化を優遇する政策に転換 していった。ゲッベル
スによるコーラス舞踊 『春風 と新 しい歓び』上演

禁止, 帝国演劇部会追放, 神秘主義秘密結社の会

員であることへの弾劾など, ラバ ンが 「亡命」を

余儀なくされる彼に対する処遇の変化 もこの政策

転換の結果だといえるだろう。
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